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高島 対話 清水　鉄次 *１ *10 *18 ○ ○ *29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対話 沢田　享子 *46 *49 *51 *55 ○ ○ *58 ○ ○ ○ *59 *59 *60 *60

対話 石塚　政孝 *２ *11 *19 ○ ○ *29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自民 山本　進一 *３ *３ *３ *３ *３ *30 *34 ○ ○ *37 *40 *40 *43 *45

自民 目片　信悟 ○ *12 *20 *26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共産 節木三千代 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共産 小島　義雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公明 梅村　　正 *４ *４ ○ ○ ○ ○ ○ *36 *36 ○ ○ ○ ○ ○

公明 粉川　清美 *４ *４ ○ ○ ○ ○ ○ *36 *36 ○ ○ ○ ○ ○

無所属 前川　佳彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対話 駒井　千代 *１ *13 *21 ○ ○ *29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自民 奥村　芳正 *３ *３ *３ *３ *30 *34 ○ ○ *37 *40 *40 *43 *45

共産 西川　仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

栗東 民主 九里　　学 *５ ○ ○ *27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ *38 *39 *41 *42 ○ ○

対話 小川　泰江 *１ *14 *22 ○ ○ *29 *33 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無所属 岩佐　弘明 *47 ○ *52 ○ ○ *30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対話 冨波　義明 *１ *10 *10 ○ ○ *29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ *44 *44

無所属 荒川　泰宏 ○ ○ *53 *56

自民 家森　茂樹 ○ ○ ○ ○ ○ *31 ○ ○ ○ ○ ○ ○ *43 *43

民主 田中松太郎 *６ *15 *23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

蒲生 自民 山田　尚夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ *37 *40 *40 *43 *45

自民 有村　國俊 *３ *３ *３ *３ *３ *30 *34 ○ ○ *37 *40 *40 *43 *45

自民 高木　健三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

民主 今江　政彦 ○ ○ ○ *28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

共産 小川　広司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対話 田中　砂月 *１ *10 *18 ○ ○ *29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自民 小寺　裕雄 *７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

無所属 木沢　成人 *48 *50 *54 ○ ○ *57 ○ ○ ○ *37 ○ ○ ○ *61

彦根 共産 中川　睦子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

愛知 民主 西澤　桂一 *８ *16 *24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

犬上 自民 大野和三郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対話 押谷　友之 *１ *10 *25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自民 川島　隆二 *９ *17 *９ *９ ○ *32 *35 ○ ○ ○ *40 *40 *43 *45

共産 丸岡　和世 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

0 5 8 21 1 12 21 1 12 21 9 13 11 31 1 17 1 16 11 15 2 0 4 8 23 2 10 21 2 24 5 4 12 15 3 4 9 15 6 4 19 9 5 16 11 6

*１　再編を検討すべき *24 規模だけで判断されるのであれば反対
*２　地域の実情を踏まえ検討する必要
*３　県教委の検討結果を見て判断
*４　県民への十分な説明と意見の反映を *26 しっかり対応できる対策を考えたい
*５  情報が県民に充分行き届いていない現状故、一旦再考すべきである *27 中長期的プランとして新設も含めて検討
*６  ハード面のみの統合再編なら中止すべき *28 教室増設・学校新設を含め検討
*７　計画は策定すべき *29 財源があれば実施
*８　県民の理解を得てから *30 国の制度とするよう積極的に働きかける
*９　県教委で「生徒の教育環境を整える観点で検討」と聞いている *31 国が責任を果たすべき
*10 状況を見ながら判断する *32 国の制度とも連携し実施すべき
*11 内容により判断 *33 高校は選択授業が多いので、どのような方法があるか考えてゆきたい
*12 専門性のある課程はそれぞれ独自にあるべき *34 各校の実情に応じて必要とされる教職員定数の確保が重要
*13 現状を調査して判断 *35 各学校の実情に応じて対応
*14 社会情勢等を見ながら判断 *36 高校再編とともに議論
*15 人口とエリアのバランスで検討 *37 低所得者に限定
*16 通学時間、経済的負担などを考える必要 *38 教材費
*17 教育環境の充実を整える *39 修学旅行費
*18 地域に根ざした広い協議が大切 *40 就学援助制度の充実
*19 地域の実情と住民の協議により判断 *41 学年費
*20 その地域にある学校を存続させ活性化を目指す *42 教科書・教材費
*21 地域の活性化とともに判断 *43 前提となった高校授業料無償化を見直すべき
*22 地域毎に事情が違う *44 全てを保障するのは県財政の負担になる
*23 人口とエリアのバランスで検討。廃校自体は否定しない。 *45 国が責任をもって対応すべき

*46 県民参加でじっくりと検討する
*47 子ども達にとって最適の教育環境はどうかという観点から見直す
*48 地域住民をはじめとする県民の声を様々な階層別にまずは拾い上げるべき
*49 単なる定員だけでなく魅力ある学科、学校を生徒とともに考えていく
*50 まずは定員未充足の原因について調査・検討を深めるべき。学習したいというニーズを充分に捕捉できているのか？
*51 小規模でも活力が低下しない実践が教職員に求められており、地域に根ざした広い協議をすることが大切。
*52 子ども達の教育にとって最適かどうかで判断する
*53 大津地域の学校はクラスを見直すべき。クラス数が多い。
*54 行財政改革ベースで統廃合が議論されている。県として「教育理念」をもっと明確に示すべきだ。「人材育成」は県の宝である。
*55 当面は
*56 財政が伴うものなので慎重に検討
*57 国が手当てすべき問題であり、財政支援が充分見込まれるのであれば、県単独で広げてもよいと思う。
*58 誰がどのように判断するかが問題
*59 現況では
*60 貸付型でハードル低く
*61 国の制度としてやるべき課題。

*25 小規模だからといって教育効果が期待できないとは言えない。
      地域に根ざした地域の学校として機能できるよう幅広い協議の場を設け、考えていくことが求められ

長浜

大津

草津

甲賀

近江
八幡

野洲

守山

東近
江

３．公立小・中・高校の学級規模

県議選
公開アンケート

１．県立高等学校の統合・再編計画

県立高等学校の
統合・再編計画

（１）
①
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について

５．教育費負担について
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ことについて
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ついて

②
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について
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２．特別支援教育

（２） ②

高校授業料
の無償化に

ついて
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金について
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　　　　■その他などで、記述のあるものは番号で示し、以下にまとめています。
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て
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滋賀医大
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弱養護学
校の分教
室の設置
について

①（２）


